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価格下落とは

販売から時間が経過するにつれて、製品の価格・価値が下落し
ていくこと。

冷蔵冷凍庫VEGETAGR-G51FXVの価格推移
出典：価格.com

競合他社がより高性能
な新製品を市場に投入

需要と供給のバランスが
崩れ、価格を下げないと

市場が反応しない

価格を下げなかった場合
に製品がデッドストックと

化してしまう恐れ

原因
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1ヶ月半で
約20%価格下落

研究背景 価格下落の現状

アンケート内容：ここ1年間で市場から
価格下落の圧力を受けているか？
出典：日経テクノロジーonline 2012年5月

回答者情報

業種関係なく、8割弱の製造業企業が
価格下落の必要性に迫られている
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研究背景 価格下落への企業の対策

対策

中長期的

短期的

価格下落が起きてもすぐさま次の新
製品を投入できる開発体制を

中長期的に築き上げる

急激な価格下落が起きる前に
航空輸送にて早く輸送し、

製品を売りさばく

参照：日経テクノロジーonline 2012年5月記事

下落といっても下落幅は一様ではなく、それ次第では莫大な輸送コストがか
かる航空輸送よりも、荷主にとって望ましい輸送ルートがあると考えられる。
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研究背景 日本-ドイツ間の貿易貨物量の増加

世界三大市場
（アジア・北米・欧州）の
中でも欧州への輸出

貨物量が顕著な増加傾向

欧州の中でもドイツへの
輸出貨物量が多く、日本

にとって重要な貿易相手と
なっている
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研究目的

価格下落の傾向を分類し、それぞれに適した輸送ルート
の選択について検討することを目的とする。

具体的には、福岡-ハンブルグ間における輸送を対象に定常輸送と
緊急輸送の二つに分けて、輸送ルート毎のコストの比較を行う。
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価格下落の実態の調査

①調査対象:
家電・電子機器製品主に30品をランダムに抽出

②使用したデータ:
WEBサイト「価格.com」の価格推移データ

③下落率の算出:
発売開始日と30日後の販売価格を比較
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価格下落の傾向分類

下落の型

保持後
下落型

即下落型

冷蔵冷凍庫MR-P15Y-Sの価格推移

冷蔵冷凍庫VEGETAGR-G51FXVの価格推移
下落率の大小によ
る影響を検証する

ため、
本研究では
即下落型に
着目する。
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即下落型の下落率による分類

調査結果

調査対象の製品で1日当たり
の下落率として

最小⇒ディスプレイ
VX239H  

0.08[%/日]

最大⇒液晶テレビ
REGZA42J8
0.8[%/日]
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研究対象 日本-欧州間の代表的な輸送ルート

11
参照：物流企業・製造業企業へのヒアリング調査より

輸送コスト 輸送日数 輸送頻度

パナマ運河経由 USD1500/(20FT) 50日

スエズ運河経由 USD1200/(20FT) 42日 週1便

SLB経由
（シベリアランドブリッジ）

USD2800/(20FT) 21日 週1便

CLB経由
（チャイナランドブリッジ）

USD3000/(20FT) 25日

航空輸送 USD960000/(20FT) 4日 週2便

研究対象 前提条件

・共通の前提条件
①使用するコンテナ:20FTドライコンテナ
②輸送製品:冷蔵冷凍庫VEGETAGR-G51FXV

(685×1824×699mm)⇒20FT内の製品価格9622,000円
③1USD=120円

・定常輸送（発売開始から終了の期間を想定した輸送）
①輸送貨物量:20FTドライコンテナ14個分
②期間:91日
③下落の開始時期：1便目の製品が発売開始された時点
④需要は常時安定していて予測のズレは無いと定義

・緊急輸送（緊急で製品が必要な状態を想定した輸送）
①輸送貨物量:20FTドライコンテナ1個分

②下落の開始時期：発地を製品が出発した時点
出典：商船三井ロジスティクス株式会社

「海上コンテナの種類とサイズ」
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定式化 定常輸送

総コスト

輸送コスト
[円/20FT]

価値低減コスト
[円/20FT]

価格下落率
[%/日]

開始から販売される
までの日数[日]

製品価格
[円/20FT]

在庫保管コスト
[円]

TCi=Ci＋FCi＋SPCi

FCi=PR× ×

SPCi=( 
２

＋k・σ ＋ )×SC

安全係数

標準偏差[個] 輸送頻度
[便/週]

平均需要量[個] 在庫保管単位
コスト[円/日,㎥]
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定式化 緊急輸送

総コスト
輸送コスト

[円/20FT]
価値低減コスト
[円/20FT]

価格下落率
[%/日]

輸送日数
[日]

製品価格
[円/20FT]

TCi=Ci＋FCi

FCi=PR×TRi×
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定常・緊急輸送共に、輸送ルート選択の条件として
総コストが最小の輸送ルートを選択するものとする。
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検討結果 定常輸送

検討結果 定常輸送におけるコスト構成

①開始終了の期間を定めているため、
どのルートも価値低減コストは等しい

②在庫保管コストは輸送日数が長く、輸送頻
度が少ないほど増加しているが、他のコスト
に比べ微小であるため輸送ルートの選択に影

響しない
⇒定常輸送の場合、輸送コストから輸送ルー

トを選択すれば良いことが分かった。16



検討結果 定常輸送 ルート選択
下落率0.08[%/日] 下落率0.8[%/日]

下落率0.08[%/日]⇒スエズ運河経由を選択
下落率0.8[%/日] ⇒スエズ運河経由を選択
→下落率は輸送ルート選択に影響を及ぼさない
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検討結果 定常輸送で製品価格を1/2した場合
下落率0.08[%/日] 下落率0.8[%/日]

下落率0.08[%/日]⇒スエズ運河経由を選択
下落率0.8[%/日] ⇒スエズ運河経由を選択
→定常輸送の場合、下落率・製品価格共に
輸送ルートの選択に影響を与えない 18
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検討結果 緊急輸送

検討結果 緊急輸送におけるコスト構成

海上輸送のスエズ運河経由
ルートが最も小さく、
航空輸送が最も大きい

スエズ運河経由ルートは
輸送日数が長い分、価格下落

が進み大きくなっている

航空輸送は
輸送日数が短い分、価格下落

が進まず小さい
⇒緊急輸送の場合、価格下落
が輸送ルート選択に影響を及

ぼす
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検討結果 緊急輸送 ルート選択
下落率0.08[%/日] 下落率0.8[%/日]

下落率0.08[%/日]⇒スエズ運河経由を選択
下落率0.8[%/日] ⇒航空輸送を選択
→下落率は輸送ルート選択に影響を及ぼす
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検討結果 緊急輸送で製品価格を1/2した場合
下落率0.08[%/日] 下落率0.8[%/日]

下落率0.08[%/日]⇒スエズ運河経由を選択
下落率0.8[%/日] ⇒SLB経由を選択
→緊急輸送の場合、下落率及び製品価格が望ましい
輸送ルートの選択に影響を与える 22

輸送ルート選択範囲曲線の算出

PR=
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輸送コスト
[円/20FT]

輸送日数
[日]

製品価格
[円/20FT]

価格下落率
[%/日]

輸送ルートiの総コスト：TCi=Ci+PR・TRi・

輸送ルートjの総コスト：TCj=Cj+PR・TRj・

輸送ルートごとの総コストが等しくなる曲線を
製品価格・価格下落率を変数に算出

輸送ルート選択範囲曲線

製品価格が高価で下落率が大きい場合、航空輸送が望ましく
逆に安価で下落率が小さい場合、スエズ運河経由が望ましい
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結論 まとめ
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製品価格下落が輸送ルート選択に及ぼす影響に関して
定常輸送と緊急輸送の二つの輸送に分けて検討を行った。

定常輸送の場合
⇒価格下落は輸送ルートの選択に影響を及ぼさない
緊急輸送の場合
⇒価格下落率及び製品価格が輸送ルートの選択に影響を及ぼす

その結果

課題：定常輸送における需要予測のズレの考慮
⇒需要予測が100%正確だと仮定しているが、輸送日数が長ければそ
れだけ先の予測が必要で、ズレが生じると考えられる
(航空輸送の場合は4日、スエズ運河経由の場合は42日先の予測が必要)

⇒需要予測が正確であれば、輸送コストからスエズ運河経由が望ましい

全体からの考察
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同製品においても時期
を考慮して輸送を変える

ことが有効

発売終了間近
（売れなくなってきた）

発売開始
からしばらく

比較的需要が不安定
⇨需要予測が難しい

比較的需要が安定
⇨需要予測の精度が良い

定常輸送＋緊急輸送の考え定常輸送の考え

製品が売れなくなってきて、需要が不安定になり予測が難しい場合は
過剰在庫を避けるために、確実に販売が見込める量を定常輸送の考
えで輸送ルートを選択し、不足分を緊急輸送によるルート選択で対応

するという組み合わせが有効であると考えられる。

つまり
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ご清聴ありがとうございました


